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『
モ
ン
ゴ
ル
語
基
礎
文
法
』
、
『
続
モ
ン
ゴ
ル
語
基
礎
文
法
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
の
研
究
成
果
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
が
一
九
九
七
年
に
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
漢
語
の
影
響
下
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
の
形
成
中
国
領
内
の
モ
ン
ゴ
ル
語
定
期
刊
行
物
発
達
史
に
沿
っ
て
」
の
第
二
章
、
第
三
章
を
基
に
し
て
、
新
た
な
資
料
、
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
が
端
的
に
示
す
通
り
、
本
書
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
『
蒙
話
報
』
に
現
れ
る
中
国
語
か
ら
の
翻
訳
語
彙
が
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
の
母
体
に
な
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
書
は
、
四
章
か
ら
な
る
第
一
部
と
『
蒙
話
報
』
の
目
次
内
容
の
第
二
部
、
『
蒙
話
報
』
に
現
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
の
モ
ン
ゴ
ル
語
中
国
語
対
訳
一
覧
と
中
国
語
ピ
ン
イ
ン
索
引
の
三
部
、
そ
し
て
ま
え
が
き
、
あ
と
が
き
、
参
考
文
献
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
順
に
紹
介
し
て
い
き
、
本
書
に
対
す
る
若
干
の
感
想
を
付
け
加
え
た
い
。
第
一
部
第
一
章
は
、
主
に
『
蒙
話
報
』
と
い
う
現
時
点
で
利
用
可
能
な
最
も
古
い
モ
ン
ゴ
ル
語
定
期
刊
行
物
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
。
『
蒙
話
報
』
は
、
光
緒
三
四
（
一
九
〇
八
）
年
四
月
十
五
日
に
創
刊
さ
れ
た
「
蒙
漢
合
璧
」
の
雑
誌
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
蒙
漢
合
璧
」
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
一
行
に
つ
き
中
国
語
一
行
の
対
訳
が
付
い
て
い
る
も
の
を
指
す
が
、
実
際
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
方
が
中
国
語
の
翻
訳
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
語
は
中
国
語
を
参
照
し
な
け
れ
ば
理
解
が
困
難
と
い
う
代
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
列
強
の
進
出
に
対
す
る
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
モ
ン
ゴ
ル
民
衆
の
間
に
広
め
る
と
い
う
清
朝
の
目
的
が
あ
っ
た
が
、
「
蒙
漢
合
璧
」
は
漢
文
化
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
れ
ば
こ
そ
成
立
し
得
た
体
裁
で
あ
り
、
漢
文
化
が
そ
れ
ほ
ど
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
外
モ
ン
ゴ
ル
で
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
っ
た
。
本
誌
は
、
発
行
部
数
が
七
○
○
部
と
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
の
識
字
率
を
考
慮
す
れ
ば
相
当
な
数
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
第
一
期
か
ら
第
二
十
五
期
の
う
ち
第
八
期
と
第
二
十
四
期
を
除
く
二
十
三
冊
を
日
本
の
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
ほ
か
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
や
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
数
期
分
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
の
み
の
極
め
て
希
少
な
雑
誌
と
な
っ
て
い
る
。
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
が
モ
ン
ゴ
ル
語
の
近
代
化
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
存
在
と
見
な
す
翻
訳
者
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
雑
誌
上
に
全
て
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
手
掛
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
は
、
中
国
国
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
蒙
話
報
』
に
関
連
す
る
雑
誌
四
冊
に
つ
い
て
の
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
図
書
館
所
蔵
の
『
蒙
話
報
』
第
七
期
の
写
本
と
第
二
十
七
期
、
上
海
図
書
館
所
蔵
の
第
三
十
三
期
、
吉
林
省
档
案
館
所
蔵
の
『
蒙
文
報
』
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
各
地
で
の
調
査
結
果
か
ら
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
蒙
話
報
』
の
写
本
の
存
在
が
『
蒙
話
報
』
の
性
格
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
読
者
の
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
参
考
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
十
七
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
行
年
月
の
推
定
か
ら
、
『
蒙
話
報
』
が
「
毎
月
一
回
発
行
」
で
は
な
く
、
一
七
カ
月
に
一
期
の
発
行
頻
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
十
三
期
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
蒙
話
報
』
の
モ
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橘
誠
『
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
登
場
の
母
体
『
蒙
話
報
』
誌
研
究
』
フ
フ
バ
ー
ト
ル
著
ン
ゴ
ル
語
名
が
民
国
以
降
に
m
o
n
g
・u
l
 u
g
e-y
in
b
o
d
u
ru
l
か
ら
m
o
n
g
・u
l
 u
g
e-y
in
sed
g u
l
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
、
ま
た
編
集
陣
営
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、『
蒙
文
報
』「
第
弌
百
零
弐
期
」
の
分
析
か
ら
は
、
こ
れ
が
『
蒙
話
報
』
を
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
、
『
蒙
文
報
』
が
少
な
く
と
も
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
は
発
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
第
八
期
が
消
息
不
明
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
蒙
文
報
』
の
た
め
に
各
地
を
巡
る
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
の
研
究
対
象
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
態
度
に
は
見
習
う
べ
き
も
の
が
多
い
。
第
三
章
で
は
、
現
在
利
用
で
き
る
『
蒙
話
報
』
全
二
十
五
冊
一
八
六
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
近
代
語
彙
八
八
四
語
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
政
治
経
済
人
文
自
然
教
育
社
会

そ
の
他
に
分
類
の
上
、
『
蒙
漢
合
璧
五
方
元
音
』
（
一
九
一
七
年
）、『
蒙
譯
名
辭
選
輯
』
（
一
九
四
二
年
）、『
漢
蒙
詞
典
』
（
一
九
八
二
年
）
と
比
較
し
た
。
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
の
定
義
で
は
、
近
代
語
彙
と
は
西
洋
の
近
代
文
化
と
関
係
の
あ
る
語
彙
で
あ
り
、
特
定
の
時
代
の
語
彙
を
意
味
し
な
い
。
そ
し
て
、
『
蒙
話
報
』
に
お
け
る
中
国
語
の
近
代
語
彙
を
見
出
し
語
と
し
て
二
字
複
合
語
を
中
心
に
集
計
し
、
こ
れ
が
い
か
に
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
さ
れ
て
い
る
か
分
析
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
見
出
し
語
の
一
致
率
は
増
加
す
る
が
、
『
蒙
譯
名
辭
選
輯
』
と
比
べ
『
漢
蒙
詞
典
』
で
は
そ
の
訳
語
の
一
致
率
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
四
〇
年
代
初
期
ま
で
は
用
い
ら
れ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
訳
語
が
次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
最
後
に
、
第
四
章
で
は
、
『
蒙
話
報
』
の
外
国
語
固
有
名
詞
の
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
を
同
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
語
資
料
、
具
体
的
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
『
万
国
公
法
』
や
「
モ
ン
ゴ
ル
新
聞
」
、
「
新
し
い
鏡
と
い
う
書
」
な
ど
の
新
聞
、
「
国
家
の
権
利
」
や
「
諸
外
国
の
概
況
」
と
い
っ
た
翻
訳
書
と
比
較
し
た
。
初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
で
は
、
中
国
語
の
発
音
に
よ
り
国
名
が
記
さ
れ
（
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は
in
g
u
lu
s）、
よ
り
正
確
な
発
音
を
期
す
た
め
に
満
洲
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
み
の
表
記
と
な
り
、
後
に
は
現
在
の
表
記
法
（
a
n
g
g
ili）
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
第
二
部
の
『
蒙
話
報
』
の
目
次
内
容
は
、
『
蒙
話
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
翻
訳
語
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
歴
史
研
究
に
も
大
い
に
役
立
つ
。
蒙
古
実
業
公
司
や
満
蒙
貿
易
同
志
会
な
ど
の
記
事
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
人
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
部
の
モ
ン
ゴ
ル
語
中
国
語
対
訳
一
覧
と
中
国
語
ピ
ン
イ
ン
索
引
か
ら
は
、
フ
フ
バ
ー
ト
ル
氏
が
本
研
究
に
捧
げ
た
労
力
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
ま
ず
何
よ
り
も
、
モ
ン
ゴ
ル
語
近
代
語
彙
が
い
か
に
誕
生
し
た
の
か
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
本
書
が
先
駆
的
業
績
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
際
に
、
『
蒙
話
報
』
に
現
れ
そ
の
後
定
着
し
た
語
彙
を
見
る
と
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
語
彙
で
は
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
中
国
語
の
二
字
複
合
語
の
訳
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
話
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
人
は
多
く
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ
中
国
語
で
も
あ
っ
て
も
『
蒙
話
報
』
内
で
も
異
な
る
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
な
ど
、
初
期
に
お
け
る
訳
語
は
翻
訳
者
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
翻
訳
者
は
既
出
の
訳
語
を
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
訳
語
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
な
ど
の
疑
問
も
生
じ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ト
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
代
モ
ン
ゴ
ル
で
Y
・
・・
・
・・
・
・・
・・
・
・・
（
動
か
な
い
財
産
）
と
さ
れ
る
「
不
動
産
」
な
ど
は
、
明
ら
か
に
中
国
語
か
ら
の
翻
訳
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
な
る
媒
体
で
創
造
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
近
代
語
彙
も
い
ま
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
か
、
今
後
の
さ
ら
な
る
資
料
の
収
集
、
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
が
今
後
研
究
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
数
多
く
の
問
題
へ
の
扉
を
開
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
（
た
ち
ば
な
ま
こ
と
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）
―131―
